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研究成果の概要（和文）：研究代表者、アスコ・パルポラ、井狩彌介が南インドに現存するヴェ

ーダ二学派（サーマヴェーダ・ジャイミニーヤ派、ヤジュルヴェーダ・ヴァードゥーラ派）の

現地調査によって収集した多数の写本を中心資料にして、三人を含む国内外の専門研究者が分

担・協力して、未知ないし未研究のテキストを校訂し研究した。 

 
研究成果の概要（英文）：As an international joint research project, we have edited and 

studied texts, so far unknown and/or uninvestigated, belonging to the Jaiminīya Sāmaveda 

and the Vādhūla Yajurveda, two existent Vedic schools in South India, by using the numerous 

manuscripts acquired by Masato Fujii, Asko Parpola, and Yasuke Ikari through their field 

researches in the two Vedic schools.       
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

２００９年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

２０１０年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

２０１１年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

２０１２年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

総 計 13,800,000 4,140,000 17,940,000 

 
 

研究分野：インド学 

科研費の分科・細目：印度哲学・仏教学 

キーワード：ジャイミニーヤ派、サーマヴェーダ、ヴァードゥーラ派、ヤジュルヴェーダ、 

インド、ケーララ州、写本、校訂 

 
１． 研究開始当初の背景 

 本研究は、研究代表者、アスコ・パルポラ、
井狩彌介のこれまでの以下の研究成果に基
づいて計画された。 

 

(1) 南インドのジャイミニーヤ派の伝承と文
献についての調査と研究を、長年、互いに協
力・分担しながら行っている研究代表者とア
スコ・パルポラが、2001 年より共同研究プ
ロジェクトとして、南インドのジャイミニー
ヤ派のすべての伝承地と、ジャイミニーヤ派

の写本が分散しているインド各地の写本図
書館を対象に写本を集中的に調査して、ジャ
イミニーヤ派文献の現存するほぼすべての
写本資料を確保した。 

 

(2) 井狩彌介が 1990 年代はじめからヴァー
ドゥーラ派文献伝承の調査を精力的に行い、
ケーララ州中部のヴァードゥーラ派の二つ
の家系で、これまで転写資料のみが知られて
いたテキストの原写本を含む多数の写本の
存在を確認し、撮影することに成功した。井
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狩はその後もヴァードゥーラ派の伝承と写
本の調査を続け、重要な多くの写本を収集し
た。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、ジャイミニーヤ派とヴァ
ードゥーラ派の収集諸写本を中心資料にし
て、上記の三人を含む国内外の専門研究者が
分担・協力して、両学派の未知ないし未出版
のテキスト、不完全な版しかないテキストな
どを校訂し研究することによって、ヴェーダ
の新しい資料とそれに関する知見を遅滞な
く学界に提供することである。 

 

２． 研究の方法 

本研究では、南インドにおいて伝承地域が
重なり、伝承形態に共通点や関連性があり、
学派家系上もつながりをもつ両学派の研究
を連携させて、以下の二つの研究を遂行する。 

 

(1) 校訂と研究 

  ジャイミニーヤ派とヴァードゥーラ派の
下記の主要文献を、研究代表者、連携研究者
(井狩、梶原、手嶋)、海外共同研究者 (パル
ポラ) が分担して校訂と研究を行う。確実な
研究成果を確保するために、研究を進める上
で研究対象の優先度に差を設ける。＊印をつ
けたものは優先度が高い。 

 

ジャイミニーヤ派： 

Jaiminīya-Sāmaveda-Saṃhitā (Ārcika, 

*Gāna), Jaiminīya-Brāhmaṇa,  

*Jaiminīya-Upaniṣad-Brāhmaṇa, 

*Jaiminīya-Śrautasūtra,  

Jaiminīya-G hyasūtra 

ヴァードゥーラ派： 

*Vādhūla-Śrautasūtra, 

*Vādhūla-G hyasūtra, 

Vādhūla-Anvākhyāna 

 

(2) 資料収集と現地調査 

 基本資料である写本が欠如あるいは不足
している文献に関する写本調査と、それに関
連する両学派の伝承地と伝承家系の調査を
行う。 

 
３． 研究成果 
(1) 校訂と研究 
 ジャイミニーヤ派文献に関しては、サンヒ
ターを藤井とパルポラが、ブラーフマナとウ
パニシャッドを藤井が、シュラウタとグリヒ
ヤの両スートラをパルポラが担当して校訂
と研究を行った。ヴァードゥーラ派文献に関
しては、シュラウタ・スートラを井狩が校訂
し、井狩、藤井、梶原、手嶋が共同で研究を
行った。グリヒヤ・スートラは、井狩と梶原
が校訂と研究を行った。本研究成果の一部と

して、研究の優先度が高く、研究が進んでい
る以下の文献の校訂テキストの出版を準備
している。(  ) は担当者。 
 

Jaiminīya-Upaniṣad-Brāhmaṇa (藤井) 
Jaiminīya-Śrautasūtra (パルポラ) 
Vādhūla-Śrautasūtra 第 10 章 (井狩) 
Vādhūla-G hyasūtra Upanayana 章 (梶原) 
 
これらの校訂とともに、両学派の主要文献の
内容に関する研究を行い、その成果を第１４
回国際サンスクリット学会と第５回国際ヴ
ェーダ学ワークショップで各担当者が発表
した（下記〔学会発表〕⑥～⑬）。 
 
(2) 資料収集と現地調査 
写本と学派伝承の調査のために、藤井、梶

原、手嶋がケーララ州の両学派の伝承地にお
ける伝承家系と写本の調査を継続して行い、
あらたな写本を入手するとともに、ヴェーダ
伝承について多くの新知見を得た。調査成果
に基づき、両学派を軸に、南インドのヴェー
ダ伝承の実態と、ヴェーダ伝承と伝承者社会
との関係に関する研究をまとめた（下記〔雑
誌論文〕②③）。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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